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五
年
に
一
度
の
和
牛
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
『
第
８
回
全
国
和
牛
能

力
共
進
会
岐
阜
県
大
会
』
が
九

月
二
十
六
日
〜
三
十
日
ま
で
の

五
日
間
、
大
野
郡
清
見
村
の
県

畜
産
研
究
所
を
メ
イ
ン
会
場
に

開
催
さ
れ
た
。

　

こ
の
大
会
は
、
中
部
地
方
で
は
初
め
て
の
開
催
で
あ
り
、

三
十
八
の
道
府
県
か
ら
四
百
六
十
九
頭
の
和
牛
が
飛
騨
に

集
ま
る
な
ど
過
去
最
大
の
大
会
と
な
っ
た
。

　

特
に
、昨
年
Ｂ
Ｓ
Ｅ（
狂
牛
病
）

が
国
内
で
発
見
さ
れ
て
以
来
、食

品
不
当
表
示
、農
産
物
農
薬
問
題

な
ど
消
費
者
の
「
食
の
安
全
」
が

高
ま
っ
て
い
る
折
、消
費
者
の
食

に
対
す
る
不
安
一
掃
に
取
り
組

ん
で
い
る
岐
阜
県
を
全
国
に
向

け
て
ア
ピ
ー
ル
す
る
絶
好
の
機
会
と
な
っ
た
。

　

ま
た
、
県
の
文
化
や
観
光
、
物
産
を
Ｐ
Ｒ
す
る
「
二
〇
〇

二
フ
ァ
ー
ム
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル　
 
ぎ
ふ
」
で
は
、
飛
騨
の
文

in

化
・
民
芸
に
触
れ
る
実
演
・
体
験
、
郷
土
芸
能
、
料
理
な
ど

の
ス
テ
ー
ジ
シ
ョ
ー
、
朝
市
、
屋
台
横
丁
、
飛
騨
牛
の
丸
焼

き
な
ど
多
数
の
催
し
が
繰
り
広
げ
ら
れ
る
な
ど
、
期
間
中
は

二
十
九
万
八
千
人
が
訪
れ
た
。

　
「
和
牛
の
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
」
で
は
、
全
国
の
代
表
牛
が
一

堂
に
集
い
、
そ
の
生
産
者
た
ち
は
、
種
牛
の
部
と
肉
牛
の
部

に
分
か
れ
、
日
頃
の
弛
ま
ぬ
努
力
の
結
晶
を
こ
の
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
に
か
け
、
改
良
の
成
果
を
競
っ
た
。

　

県
勢
の
成
績
は
、
内
閣
総
理
大
臣
賞
や
優
等
賞
一
席
・
二

席
や
農
林
水
産
省
生
産
局
長
賞
を
受
賞
す
る
な
ど
活
躍
ぶ

り
が
目
立
っ
た
。

　
「
飛
騨
牛
」
の
歴
史
は
、「
安
福
号
」
と
い
う
一
頭
の
種
雄

牛
を
昭
和
五
十
六
年
に
岐
阜
県
が
購
入
し
て
以
来
二
十
年

に
わ
た
っ
て
関
係
者
が
力
を
合
わ
せ
、
よ
り
質
の
良
い
肉
牛

の
生
産
に
取
り
組
ん
で
き
た
こ
と
で
あ
る
。

　

そ
れ
が
実
を
結
び
「
飛
騨
牛
」

と
し
て
全
国
的
に
認
知
さ
れ
る

こ
と
と
な
っ
た
。

　

ま
た
、�
ポ
ス
ト
安
福
�
の
期

待
が
か
か
る
「
光
平
福
」（
ミ
ツ

ヒ
ラ
フ
ク
）、「
飛
騨
白
清
」（
ヒ

ダ
シ
ラ
キ
ヨ
）、「
羅
威
傅
王
」（
ラ

イ
デ
ン
オ
ウ
）
の
若
い
種
牛
三
頭
を
中
心
と
し
た
改
良
成
果

と
若
手
生
産
者
と
技
術
員
の
努
力
が
、
今
、
共
進
会
の
成
果

に
つ
な
が
っ
た
も
の
で
あ
る
。

　

全
国
和
牛
能
力
共
進
会
を
契
機
と
し
て
「
飛
騨
牛
」
が
全

国
ブ
ラ
ン
ド
と
し
て
こ
れ
ま
で
以
上
に
躍
進
し
て
い
く
た

め
に
も
、
生
産
農
家
が
自
信
を
持
ち
、
和
牛
の
一
層
の
畜
産

技
術
向
上
を
願
う
も
の
で
あ
る
。

飛
騨
牛
を
ア
ピ
ー
ル

全
国
和
牛
能
力
共
進
会

岐
阜
県
大
会

�
…『
�

』（
平
成　

年 
4
月
〜　

月
）
開
催
中　

中
山
道
沿
線
地
域
に
て
各
種
イ
ベ
ン
ト
実
施

14

11

組
合
等
の
動
き（
全
国
和
牛
能
力
共
進
会
、岐
阜
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
フ
ェ
ア
ほ
か
）　

２

県
教
育
委
員
会
来
会
、県
最
低
賃
金
改
正
ほ
か　

５　
休
眠
会
社
整
理
の
お
知
ら
せ　

６

海
外
レ
ポ
ー
ト（
ラ
イ
ゼ
ン
ハ
ウ
ト
）　

３　

８
月
の
景
況
調
査　

４

「
中
退
共
制
度
」一
部
改
正　

７　

事
務
局
だ
よ
り　

９

　

産
業
雇
用
安
定
セ
ン
タ
ー
ご
案
内　

８

（財）



2002 年（平成 14 年）10 月 15 日　　岐阜県　中 小 企 業 情 報　　（第三種郵便物認可）　第 516 号（２）

�
…「
自
分
で
チ
ェ
ッ
ク
！ 
私
の
健
康 
み
ん
な
で
チ
ェ
ッ
ク
！ 
働
く
環
境
」 　

月
１
日
〜
７
日
は『
第　

回
全
国
労
働
衛
生
週
間
』で
す

１０

５３

　
�
和
牛
の
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
�
と
言
わ

れ
る
『
全
国
和
牛
能
力
共
進
会
』
の

岐
阜
県
大
会
が
、
高
山
市
と
大
野
郡

清
見
村
で
九
月
二
十
六
日
か
ら
五
日

間
開
催
さ
れ
た
。

　

昭
和
四
十
一
年
の
岡
山
県
大
会
を

皮
切
り
に
五
年
ご
と
に
各
地
で
開
催

さ
れ
、
今
大
会
で
８
回
目
を
迎
え
た
。

主
催
は　

全
国
和
牛
登
録
協
会
、
岐

（社）

阜
県
実
行
委
員
会
。

　

今
大
会
は
、
飛
騨
牛
を
Ｐ
Ｒ
す
る

と
と
も
に
、
和
牛
の
全
国
代
表
を
集

め
、
和
牛
の
体
型
、
産
肉
能
力
を
競

い
、
和
牛
改
良
を
方
向
付
け
る
審
査

を
行
う
「
全
国
和
牛
能
力
共
進
会
」

と
、
岐
阜
県
の
文
化
や
特
産
品
な
ど

を
Ｐ
Ｒ
し
産
業
活
性
化
を
図
る
「
２

０
０
２
フ
ァ
ー
ム
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

　
 
ぎ
ふ
」
の
二
本
柱
で
開
催
。

in
　

和
牛
の
審
査
で
は
、
大
野
郡
清
見

村
の
県
畜
産
研
究
所
で
「
種
牛
の
部
」

と
し
て
、
三
十
二
道
府
県
か
ら
出
品

さ
れ
た
黒
毛
和
種
を
中
心
に
二
百
八

十
三
頭
、
高
山
市
の
食
肉
セ
ン
タ
ー

で
「
肉
牛
の
部
」
と
し
て
、
三
十
八

道
府
県
か
ら
出
品
さ
れ
た
黒
毛
和
種

肉
牛
百
八
十
六
頭
の
審
査
が
行
わ
れ
、

等
級
が
確
定
さ
れ
た
。

　

岐
阜
県
代
表
は
、
種
牛
の
部
第
八

区
で
優
等
賞
一
席
に
選
ば
れ
、
ま
た
、

こ
の
出
品
牛
は
最
高
の
内
閣
総
理
大

臣
賞
を
受
賞
。
そ
の
他
に
も
農
林
水

産
省
生
産
局
長
賞
を
受
賞
す
る
な
ど

高
い
評
価
を
得
た
。

　

フ
ァ
ー
ム
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
で
は
、

飛
騨
牛
の
丸
焼
き
や
動
物
と
の
ふ
れ

あ
い
、
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
シ
ョ
ー
な
ど

盛
り
だ
く
さ
ん
の
イ
ベ
ン
ト
が
催
さ

れ
、
大
会
期
間
中
に
約
三
十
万
人
が

訪
れ
、
盛
況
で
あ
っ
た
。

�
�
�
�
�
�
�
�
�
	

第
８
回
全
国
和
牛
能
力
共
進
会
岐
阜
県
大
会

　
　

岐
阜
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
産
業
連
合

（社）
会
（
足
立
幸
太
郎
理
事
長
）
は
、『
第

　

回
岐
阜
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
シ
ョ
ー
』

４２（
Ｇ
Ｆ
Ｆ
）
を
十
月
一
日
か
ら
六
日

間
、
問
屋
町
一
帯
で
開
催
し
た
。

　

オ
ー
プ
ニ
ン
グ
セ
レ
モ
ニ
ー
で
足

立
理
事
長
は
、「
今
回
は
、
ゼ
ロ
か
ら

の
出
発
と
し
て
問
屋
町
全
体
を
会
場

と
し
て
企
画
し
た
。
こ
の
問
屋
町
か

ら
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
新
た
な
製
品
開

発
に
つ
な
げ
る
と
と
も
に
、
変
化
と

ス
ピ
ー
ド
に
強
い
岐
阜
ア
パ
レ
ル
を

　

岐
阜
天
然
木
化
粧
合
単
板
工
業
協

同
組
合
（
神
部
守
功
理
事
長
）
は
、

九
月
十
七
日
か
ら
二
日
間
、『
第　

回
１２

ウ
ッ
ド
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
』（
優
良
ツ

キ
板
展
示
即
売
会
）
を
岐
阜
産
業
会

館
で
開
催
し
た
。

　

ツ
キ
板
は
、
銘
木
を
一
�
に
満
た

な
い
厚
さ
に
ス
ラ
イ
ス
し
た
も
の
で
、

建
築
内
装
材
や
家
具
、
自
動
車
の
内

装
材
な
ど
に
使
わ
れ
て
い
る
。

　

県
内
の
ほ
か
、
大
阪
や
愛
知
、
静

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
	


�
�
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第　

回
岐
阜
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
シ
ョ
ー

４２

岡
か
ら
ツ
キ
板
製
造
業
者
十
九
社
が

約
六
百
五
十
点
を
出
品
。

　

ナ
ラ
や
ヒ
ノ
キ
、
ス
ギ
等
の
国
産

材
の
ほ
か
、
カ
バ
や
ア
メ
リ
カ
ン

チ
ェ
リ
ー
な
ど
の
外
国
産
材
も
取
り

扱
わ
れ
、
全
国
か
ら
訪
れ
た
大
勢
の

バ
イ
ヤ
ー
ら
が
一
つ
ず
つ
品
定
め
を

行
っ
て
い
た
。

　

展
示
は
二
日
間
行
わ
れ
、
二
日
目

に
は
入
札
に
よ
る
即
売
が
行
わ
れ
た
。

�
�
�
�
�
�
�
�
�
	

岐

天
協
・
ウ
ッ
ド
フ
ェ
ス

Ｐ
Ｒ
し
て
い
き
た
い
」
と
あ
い
さ
つ

し
た
。

　
「
二
〇
〇
二
秋
冬
ス
ト
リ
ー
ト

フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
シ
ョ
ー
」
に
は
、
二

十
八
メ
ー
カ
ー
が
参
加
。
買
い
物
客

や
バ
イ
ヤ
ー
ら
が
多
数
訪
れ
た
。

　

ま
た
、
県
出
身
の
デ
ザ
イ
ナ
ー
日

比
野
克
彦
氏
が
手
が
け
た
ロ
ゴ
「
Ｇ

マ
ー
ク
」
が
披
露
さ
れ
、
今
後
、
岐

阜
ア
パ
レ
ル
の
知
名
度
ア
ッ
プ
の
た

め
に
す
べ
て
の
岐
阜
製
品
に
タ
グ
と

し
て
使
用
さ
れ
る
。
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海 外 駐 在 員 レ ポ ー ト

オランダの企業合併
岐阜県ライゼンハウト駐在員　村田　高広

◆苦境から活路を　～下り坂のオランダ経済から～

　祖父の代から続いてきた会社の名前が変わる――。
オランダではここ数年、企業合併の動きが加速して
いる。
　２年前、オランダは好景気で都市近郊では至る所
でビルが建ち、新車の販売台数が増え、物価・不動
産価格の上昇など、いわばバブル真っ直中だった。
２０年前の深刻な不景気から、政労使協調による
「ワッセナー条約」で雇用の確保と賃金上昇抑制、
各種規制緩和などで大復活を果たした姿は「オラン
ダの奇跡」とまで呼ばれた。
　ワークシェアリングによる雇用の確保と新しいラ
イフスタイルの提案は、日本もオランダをモデルに
同様の政策を進めることになったのは昨年のこと。
しかし、その好景気も２０００年を境に頭打ちで、２００１
年以降の経済成長率は欧州連合（ＥＵ）平均を下回
る１．５％程度。現在は緩やかな下り坂だが、オラン
ダ経済省の担当者は「苦境に立った時が、新たなチャ
レンジのチャンス」と言う。
◆“企業合併”というチャレンジ

　その新たなチャレンジの一つの形が“企業合併”
である。ファン・スターファレン社は球根花の育種
業者でアルストロメリア育種においては世界一の
シェアを占めていた。クラース・フィッシャー社は
シクラメンやベゴニアの苗を生産し、世界中に輸出
していた。共に半世紀の歴史と業界トップクラスの
ネームバリューを持った企業である。
　それが昨年夏、他にキクの生産者などをふくめて、
球根栽培業者のロイヤル・ファン・サンテン社に合
併され生まれ変わった。合併により、小規模経営で
は難しいマーケティングや研究開発部門を統合、充
実させ企画力を高めた。
　この他オランダでは建設業、輸出業など同業者同
士のグループ化も進み、オランダが世界に誇る花市

場では、今年初めに合併
により誕生したフロー
ラ・ホラント市場が、アー
ルスメア市場を抜き世界
第１位になった。また、
生産・流通・販売など縦
の繋がりでのグループ化
も盛んで、分野を問わず
統合が進んでいる。
◆社名より合併後の経営が重要

　日本人の我々から見て不思議なのは、会社の名前
が変わることに皆、違和感を感じていない。今年の
春、県内企業の欧州進出の話があり業務提携先を探
していた。幸い良いビジネスパートナーが見つかり、
この秋両者の出資による新会社をオランダで設立す
ることになった。この新会社の名前をどうしようか
という話になったとき、先方は「我々の名前が入ら
なくても良い」という。それではさすがに申し訳な
いと日本側が恐縮して、両方の会社の名前をとって
新会社としたという経緯。
　オランダ人にとって会社の名前はさして重要では
ない。経営が上手くいけばそれでよいと割り切って
いる。社員はと言えば、合併により会社が大きくな
るのはよいことで、万が一条件が悪くなったり、リ
ストラされるような事態になれば転職すればよいと
言う発想。好景気により転職先を探すのが容易で
あったり、社会保障が充実していることもあるが、
もともと転職・転居などに抵抗が無く、場合によっ
ては国外へ移民することもいとわない。
◆合併は競争力強化のため

　会社経営の面から見れば、景気が後退していると
はいっても実感としては皆まだまだ楽観的で、各企
業が経営的に窮地にあるというわけではない。日本
のような深刻な不景気が長引き、行き詰まった挙げ
句の企業合併ではない。しかし、より競争力の強い
経営を目指し、前向きな選択をする。そして、彼ら
は目先の利害にとらわれず非常に合理的に目の前の
問題を解決していく。
　オランダ式の企業合併が日本に当てはまるかと
言ったらそれは疑問だが、彼らの柔軟な発想は見習
いたい。小さな企業ほど、手を取り合って競争力を
付けるべきだという「総論」は誰もがうなずくとこ
ろだから。社名が変わりロイヤル・ファン・サンテン社になった切り花用球根育種業者
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県内中小企業主要業種の景気動向
（８月末調査）

表の見方：売上～景況感：○好転・増加　△変わらず　▲悪化・減少

８月景況調査

収
益
低
迷
続
く

取
引
環
境
の
厳
し
さ
不
変

景

況

感

雇
用
人
員

資
金
繰
り

収
益
状
況

販
売
価
格

売

上

高

調査項目

業　　種

△△△△△△タ イ ル
▲△△▲▲▲窯 業 原 料
▲▲▲▲▲▲耐 火 れ ん が
▲▲▲▲▲▲石　 　 灰
▲△△▲△▲生　 コ　 ン
△△△△△▲砂 利 生 産
▲△▲▲△▲砕 石 生 産
▲△△▲▲▲鋳　 　 物
△△△△△△刃物等金属製品 （輸出） 
▲△△△△△刃物等金属製品 （内需） 
▲△△▲▲△メ　 ッ　 キ
△△△△△△県 金 属 工 業 団 地
▲△△▲▲▲可 児 工 業 団 地
▲△△△△△金　 　 型
▲▲▲▲△▲機械工具・工作機械
△▲△▲▲▲電 気 機 械 器 具
▲▲▲▲▲▲輸 送 機 器
△△△▲△▲各種物産品（観　 光）
▲▲▲▲▲▲各種物産品（ギフト）
▲▲△▲△▲総合卸売業（飛騨地区）
△△△△△▲総合卸売業（岐阜地区）
▲▲△▲△▲陶　 磁　 器
△△△△△▲青　 　 果
△△△△△△水　 産　 物
▲△▲▲△▲家 電 機 器 販 売
▲△△△△△メ ガ ネ 販 売
△△△△△▲中 古 自 動 車 販 売
△△△△△△石 油 製 品 販 売
△▲△△▲○共 同 店 舗（ 岐 阜 ）

景

況

感

雇
用
人
員

資
金
繰
り

収
益
状
況

販
売
価
格

売

上

高

調査項目

業　　種

▲△△△△△味 噌 ・ 醤 油
▲▲▲▲△△豆 腐 製 造
▲▲△▲▲○食 肉 （ 国 産 ）
△△△△△△菓　 　 子
○○△△△○米　 　 菓
▲▲▲▲▲▲酒　 　 造
△△△△△△製 麺
▲▲▲▲▲▲撚　 糸
▲△△▲△△ニ ッ ト 工 業
▲▲▲▲▲▲毛　 織　 物
▲△▲▲△▲合 成 繊 維 織 物
▲△△△△○メ ン ズ ア パ レ ル
△△△▲△▲婦 人 ・ 子 供 服
▲△▲▲△▲縫　 　 製
△△△△▲○製　 　 材
△△△△△▲銘　 　 木
△△△△△△集　 成　 材
▲△▲▲▲▲家 具 （ 美 濃 ）
▲▲△▲△▲家 具 （ 飛 騨 ）
▲▲▲▲▲▲東 濃 ひ の き
△△△△△○家　 庭　 紙
△△△△△△特　 殊　 紙
▲▲△▲▲▲紙　 加　 工
△△△△▲△印　 　 刷
△▲△▲▲○プ ラ ス チ ッ ク
△▲▲▲△▲陶 磁 器 （ 工 業 ）
▲△▲▲▲△陶 磁 器 （ 輸 出 ）

景

況

感

雇
用
人
員

資
金
繰
り

収
益
状
況

販
売
価
格

売

上

高

調査項目

業　　種

▲△△△▲▲共 同 店 舗（ 飛 騨 ）
△△△△○△生 花 販 売
▲△△△▲△岐 阜 市 商 店 街
△△△△△△大 垣 市 商 店 街
△△▲▲▲△多 治 見 市 商 店 街
△△△△▲△恵 那 市 商 店 街
▲△△▲△▲高 山 市 商 店 街
△▲△△△△車 体 整 備
△△▲▲▲△タ イ ヤ 整 備
△△○△△○長 良 川 畔 旅 館
△△△△△△下 呂 温 泉 旅 館
△△△△△△高 山 旅 館
▲▲▲▲▲▲ク リ ー ニ ン グ
△△△△▲△広 告 美 術
▲△△▲△▲情 報 サ ー ビ ス 業
▲△△▲△▲映 像 制 作
▲△△▲△▲飲　 食　 業
▲▲▲▲▲▲土 木 （ 岐 阜 ）
▲▲▲▲△▲土 木 （ 飛 騨 ）
▲▲▲▲▲▲土木・建築（羽島）
▲△△▲▲△建 築 （ 各 務 原 ）
▲△△△△△鋼 構 造 物
△△△△△▲電 気 工 事
△△△△△△管 設 備 工 事
▲△▲▲▲▲建 築 板 金
▲▲▲▲▲△建　 　 具
▲△△▲▲▲産直住宅（付知地区）
△△△▲▲▲貨 物 運 送（ 県 域 ）
▲△▲▲△▲軽 運 送

し
た
こ
と
が
、
全
体
の

マ
イ
ナ
ス
幅
の
縮
小
に

つ
な
が
っ
た
。

　

し
か
し
、
低
調
な

個
人
消
費
、
公
共
工

事
の
削
減
（
単
価
引

下
げ
）、
取
引
先
か
ら

　

中
央
会
が
主
要
業
種
八
十
五
組
合
を
対

象
に
ま
と
め
た『
八
月
の
特
色
』と『
主
な
業
種

の
業
況
』は
次
の
と
お
り
。

　
〔
八
月
の
特
色
〕
組
合
か
ら
見
た
県
内
中

小
企
業
の
特
色
は
①
景
況
感
停
滞
・
先
行
き

不
透
明
感
強
ま
る
②
収
益
低
迷
状
態
続
く

―
と
な
っ
て
い
る
。

　

八
月
の
Ｄ
Ｉ
値
は
マ
イ
ナ
ス　

ポ
イ
ン
ト
で
、

５６

前
月
の
マ
イ
ナ
ス　

ポ
イ
ン
ト
に
対
し
４
ポ
イ
ン

６０

ト
の
改
善
と
な
っ
て
い
る
。

　

改
善
の
要
因
は
、木
材
・
木
製
品
、窯
業
・

土
石
、鉄
鋼
・
金
属
、商
店
街
、建
設
業
で
業

種
別
景
況
感
Ｄ
Ｉ
値
の
マ
イ
ナ
ス
幅
が
縮
小

の
低
価
格
要
請
、
短
納
期
等
、
取
引
環
境
は
相
変

わ
ら
ず
厳
し
い
。

　

さ
ら
に
環
境
対
策
への
対
応
、
原
材
料
の
上
昇
、

取
引
先
関
連
の
倒
産
等
に
よ
り
、
企
業
マ
イ
ン
ド
は

一
段
と
冷
え
、
業
界
か
ら
は
景
気
の
先
行
き
に
対

す
る
不
安
感
、経
営
難
の
指
摘
が
多
く
出
て
い
る
。

　
〔
主
な
業
種
の
業
況
〕【
各
種
物
産
品
】
観
光
物

産
、ギ
フ
ト
と
も
に
需
要
が
減
少
傾
向
。

【
紙
・
紙
加
工
品
、印
刷
・
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
】家
庭
紙
、

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
で
売
上
増
、特
殊
紙
で
横
這
い
、紙
加

工
品
で
減
少
。
紙
加
工
品
、
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
で
原
材

料
の
値
上
げ
に
よ
り
今
後
の
収
益
悪
化
が
懸
念
。
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九
月
十
一
日
に
、
岐
阜
県
教
育
委

員
会
か
ら
郷
峰
男
教
育
次
長
、
先
�

卓
歩
学
校
政
策
課
長
が
来
会
さ
れ
、

来
年
三
月
の
新
規
高
等
学
校
卒
業
予

定
者
に
対
す
る
求
人
確
保
に
つ
い
て
、

協
力
依
頼
が
あ
っ
た
。

　

要
請
内
容
は
次
の
と
お
り
。

『
平
素
か
ら
新
規
高
等
学
校
卒
業
予

定
者
等
の
採
用
に
つ
き
ま
し
て
は
、

格
別
の
ご
配
慮
を
賜
り
、
厚
く
お
礼

申
し
上
げ
ま
す
。

　

さ
て
、
厳
し
い
雇
用
情
勢
の
下
、

新
規
高
等
学
校
卒
業
生
に
対
す
る
求

人
数
は
、
八
月
下
旬
で
昨
年
同
期
と

比
べ
約
二
割
減
と
な
る
な
ど
、
非
常

　

岐
阜
労
働
局
で
は
、
県
内
で
働
く

す
べ
て
の
労
働
者
に
適
用
さ
れ
る

「
岐
阜
県
最
低
賃
金
」
を
、
本
年　
１０

月
１
日
か
ら
、
日
額
を
廃
止
し
、
時

間
額
を
六
六
八
円
（
引
き
上
げ
な
し
）

と
す
る
よ
う
改
正
し
ま
し
た
。

　

日
額
の
廃
止
に
伴
い
、
日
給
・
月

給
等
、
従
来
日
額
の
適
用
を
受
け
て

い
た
労
働
者
の
賃
金
が
最
低
賃
金
額

を
満
た
し
て
い
る
か
ど
う
か
は
、
当

該
賃
金
を
一
時
間
当
た
り
の
金
額
に

換
算
し
て
、
最
低
賃
金
と
比
較
す
る

こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
「
岐
阜
県
最
低
賃
金
」
は
、
臨
時
、

パ
ー
ト
タ
イ
マ
ー
、
ア
ル
バ
イ
ト
な

ど
と
い
っ
た
雇
用
形
態
に
関
係
な
く
、

す
べ
て
の
労
働
者
に
適
用
さ
れ
ま
す
。

　

最
低
賃
金
の
対
象
と
な
る
賃
金
は
、

通
常
の
所
定
内
賃
金
に
限
ら
れ
、

ボ
ー
ナ
ス
な
ど
の
臨
時
の
賃
金
、
休

日
・
時
間
外
な
ど
の
割
増
賃
金
や
精

皆
勤
手
当
、
通
勤
手
当
（
交
通
費
）、

家
族
手
当
は
対
象
と
な
り
ま
せ
ん
。

　

な
お
、
最
低
賃
金
に
反
す
る
労
働

契
約
は
無
効
と
さ
れ
、
最
低
賃
金
額

と
同
額
の
定
め
を
し
た
も
の
と
み
な

さ
れ
ま
す
。

　

詳
し
く
は
、
岐
阜
労
働
局
労
働
基

準
部
賃
金
室
�
〇
五
八
（
二
四
五
）

八
一
〇
四
、
ま
た
は
最
寄
り
の
労
働

高
卒
予
定
者
の
積
極
的
な
採
用
を

岐
阜
県
教
育
委
員
会
よ
り
要
請

ご 案 内

パ
ー
ト
タ
イ
ム
雇
用
管
理
改
善
セ
ミ
ナ
ー

高
山
市
で
開
催

　

パ
ー
ト
タ
イ
ム
労
働
旬
間
（　

月
１１

１
日
〜　

日
）
の
主
要
行
事
と
し
て
、

１０

パ
ー
ト
タ
イ
ム
労
働
者
を
雇
用
す
る

事
業
主
、
人
事
労
務
担
当
者
、
一
般

を
対
象
に
、
労
働
関
係
法
令
・
指
針
、

今
後
の
雇
用
管
理
の
方
向
性
、
先
進

事
例
等
の
情
報
提
供
を
行
い
、
事
業

主
等
の
雇
用
管
理
へ
の
認
識
を
深
め

る
と
と
も
に
改
善
を
促
進
す
る
こ
と

を
目
的
に
開
催
さ
れ
ま
す
。

　
【
主
催
】
岐
阜
労
働
局
、
岐
阜
県
、

　
　

世
紀
職
業
財
団
岐
阜
事
務
所

（財）
２１

　
【
後
援
】　

岐
阜
県
経
営
者
協
会
、

（社）

岐
阜
県
商
工
会
議
所
連
合
会
、
岐
阜

県
中
小
企
業
団
体
中
央
会
ほ
か

　
【
日
時
】　

月　

日
（
火
）、　

時

１１

２６

１４

〜　

時　

分

１６

３０

　
【
場
所
】
高
山
グ
リ
ー
ン
ホ
テ
ル

（
高
山
市
西
之
一
色
町
二－

一
八
〇
、

�
〇
五
七
七－

三
三－

五
五
〇
〇
）

　
【
内
容
】
①
パ
ー
ト
タ
イ
ム
労
働
者

の
雇
用
管
理
改
善
の
先
進
企
業
に
よ

る
事
例
発
表
・　

オ
レ
ン
ジ
マ
ー
ト

（株）

（
富
山
県
八
尾
町
）②
基
調
講
演「
企

業
の
競
争
力
と
パ
ー
ト
活
用
の
課

題：
人
を
活
か
す
企
業
を
目
指
し

基
準
監
督
署
に
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

���������	
��
�����������

に
厳
し
い
状
況
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　

各
高
等
学
校
に
お
い
て
は
、
将
来
、

社
会
に
寄
与
で
き
る
人
材
の
育
成
を

目
指
し
、
望
ま
し
い
勤
労
観
・
職
業

観
の
育
成
に
努
め
て
い
る
と
こ
ろ
で

ご
ざ
い
ま
す
が
、
こ
の
よ
う
な
状
況

が
続
け
ば
、
昨
年
に
も
増
し
て
就
職

を
希
望
し
な
が
ら
卒
業
時
に
就
職
内

定
を
受
け
ら
れ
な
い
生
徒
の
増
加
が

懸
念
さ
れ
ま
す
。

　

つ
き
ま
し
て
は
、
今
後
の
県
内
経

済
の
活
性
化
及
び
地
元
企
業
の
発
展

の
た
め
に
も
、
将
来
を
担
う
若
い
人

材
の
確
保
に
向
け
、
ご
理
解
・
ご
協

力
を
賜
り
、
傘
下
の
各
企
業
に
お
い

て
若
者
が
夢
を
も
っ
て
職
に
就
く
こ

と
が
で
き
る
採
用
枠
の
確
保
・
拡
大

に
つ
い
て
、
格
別
の
ご
配
慮
を
賜
り

ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。』

　

以
上
が
協
力
要
請
の
趣
旨
で
あ
り
、

組
合
及
び
組
合
員
企
業
の
皆
様
方
の

ご
理
解
・
ご
協
力
を
お
願
い
申
し
上

げ
ま
す
。

て
」
講
師

：

東
京
大
学
社
会
科
学
研

究
所
教
授　

佐
藤
博
樹
氏

　
【
定
員
】
一
〇
〇
名　

※
受
講
料
は

無
料
で
す
。

　

お
問
い
合
せ
・
お
申
込
み
は
、　
　（財）
２１

世
紀
職
業
財
団
岐
阜
事
務
所
�
〇
五

八
（
二
六
六
）
五
〇
三
三
ま
で
。

�
…『
均
等
処
遇　

パ
ー
ト
が
活
き
る　

企
業
が
伸
び
る
』　　

月
１
日
〜　

日
は
、「
第　

回
パ
ー
ト
タ
イ
ム
労
働
旬
間
」で
す

１１

１０

１８

県最低賃金

日
額
廃
止
、時
間
額
に
一
本
化

　

月
１
日
改
正

１０

高 山 米 穀 協 業 組 合
理 事 長　桑　 谷　 信　 男
高山市初田町 2 丁目 32 番地
1 〈0577〉32-3100　〒 506-0008
FAX 〈0577〉 3 4 - 8 4 0 4
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≪株式会社の経営者の皆様方へ≫
休 眠 会 社 整 理 の お 知 ら せ

～ 法　務　省 ～
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商法の規定により、株式会社の取締役の任期は２年とされ、取締役の交替や重任の場合にはその旨の登記
が必要ですから、株式会社については、少なくとも２年に一度、取締役についての変更の登記がされるはず
です。また、取締役に限らず、会社の登記事項に変更があった場合には、所定の期間内にその変更の登記を
することとされています。
したがって、長期間登記がされていない株式会社は、既に営業を廃止し、実体のない会社となっている可

能性が高く、このような休眠会社の登記をそのままにしておくと、種々の弊害が生じる恐れがあります。
そこで、全国の法務局では、定期的（おおむね５年ごと）に、休眠会社の整理作業を行っています。

本年１０月１日の時点で最後の登記から５年を経過している株式会社（有限会社は含まれません。）が該当
します。５年以内に登記簿謄本や代表者の印鑑証明書の交付を受けたかどうかは関係がありません。
また、登記所からの通知のはがきが何らかの理由で届かない場合にも、手続きは進められますので、注意

が必要です。

（１） 本年１０月１日付けで、法務大臣による官報公告が行われます。
（２） 整理作業の対象となっている会社に対しては、登記所から郵便はがきで（１）の公告が行われた旨の通
知を発送します。

（３） まだ営業を廃止していない会社は、１２月２日（月）までに「まだ営業を廃止していない」旨の届出を
することができます。

（４） １２月２日までに、（３）の届出がなく、かつ、登記の申請もされなかった会社については、１２月３日付
けで解散したものとみなし、登記官が職権で解散の登記をします。

（５） 解散後３年以内であれば、株主総会の決議により、会社を継続することができます。

登記所からの通知のはがきを利用して、所定の事項を記載し、郵送又は持参して下さい。
はがきを利用しない場合には、書面に商法施行規則第１１１条所定の事項（注）を記載し、登記所に提出済
みの代表者印を押印して、提出して下さい。
いずれの場合も、所定の事項を正確に記載してください。（不備があると、適式な届出として認められな

いことがあります。）
なお、１２月２日までに、その会社について役員変更等の登記の申請をすれば、解散したものとはみなさ
れません。
（注）　規則で定められている事項は、次のとおりです。（なお、代理人によって届出をする時は、代表者

印を押印した委任状を添付してください。）
１．会社の商号及び本店並びに代表者の氏名及び住所
２．代理人によって届出をする時は、その氏名及び住所
３．まだ営業を廃止していない旨
４．年月日
５．登記所の表示

上記内容は、法務省ホームページ　　http://www.moj.go.jp/　でもご覧いただけます。

１　休眠会社の整理を行う理由

２　休眠会社とされる会社の範囲

４　「まだ営業を廃止していない」旨の届出の方法

３　休眠会社の整理作業の概要
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《お知らせ》

「中小企業退職金共済（中退共）制度」の一部改正
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　１．退職金額等の政令化

　現在、法律で定められている基本退職金額等は、現在の経済及び金融情勢に対応した制度設計が可能と
なるよう、中小企業退職金共済法施行令で定めることとなりました。

　２．退職金額等の改定

　　　現在の経済及び金融情勢に対応するため、基本退職金額等が見直されました。
（１） 現行の予定運用利回り年３.０％に相当する基本退職金額表（現行給付テーブル）が改定され、中小
企業退職金共済法施行令により、平成１４年１１月１日から予定運用利回り年１.０％に相当する基本退
職金額表（新給付テーブル）によって退職金額が計算されます。

（２） 既に加入している従業員の方は、平成１４年１０月分までの退職金額を保全した上で平成１４年１１月
より新給付テーブルで退職金額が計算されます。
　≪給付テーブル新旧比較表（掛金月額１０,０００円の場合）≫

　３．融資業務の廃止
　加入事業主に対する従業員福祉施設の設置のための資金貸付業務が廃止されます。
　既に融資をご利用されている方の返済につきましては、従来どおりの取扱いとなり、償還期間等を変更
することはありません。

　４．資産運用の基本方針の策定等
　中退共制度を運営する勤労者退職金共済機構の運用目標の明確化を図り、資産の安全かつ効率的な運用
を実現するため、資産運用に係る基本方針を策定します。

　５．過去勤務通算月額の上限額の引上げ
　過去勤務通算月額の最高額が２２,０００円から３０,０００円に引上げられます。

　勤労者退職金共済機構　中小企業退職金共済事業本部
　　〒１０５-８０７７　東京都港区芝公園１-７-６　退職金機構ビル
　　TEL　０３-３４３６-０１５１（代表）　FAX　０３-３４３６-０４００
　　URL　http://chutaikyo.taisyokukin.go.jp

中退共制度改正の概要
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詳しくは…

現行給付テーブル掛金納付年数新給付テーブル

３６０,０００３年３６０,０００

６３２,０００５年６０８,２００

１,４０８,０００１０年１,２６５,６００

２,２９０,０００１５年１,９５０,０００



『平成１４年度 岐阜圏域経済活性化講演会』参加者募集！
『これからの日本経済を探る　～日本経済再生のシナリオ～』
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　【日時】平成１４年１１月２７日（水）・１０時３０分～１２時（開場１０時）
　【会場】県民文化ホール 未来会館「長良川ホール」（岐阜市学園町）
　【対象者】圏域住民、商工会議所・商工会会員、各団体会員など５００名
【お問い合わせ・お申込み】参加希望者全員の住所・氏名・電話番号を記入の上、往復はがき（返信用宛先
を明記してください）、ＦＡＸもしくはＥ-mail で下記までお申込みください。
〒５００‐８７０８　岐阜市司町１　岐阜地域振興局振興課企画調整担当「地域経済活性化講演会」係
　TEL：０５８（２６４）１１１１（内線２１３）　FAX：０５８（２６６）１９６４
　Ｅ-mail：c２０５０１@govt.pref.gifu.jp

『失業なき労働移動』のサポーターとして、企業間の出向・移籍を支援します。
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【業務内容等】
◇４７都道府県の事務所で出向・移籍・転職のお手伝いをしています。
◇転職を希望される在職者の方に、職業相談・職業紹介を行っています。
◇ハローワーク、経済団体等と連携し、豊富な人材情報を提供しております。
◇収集・提供した情報内容につきましては、秘密を厳守いたします。
◇企業間の話し合いには、専門担当者が相談やアドバイスのお手伝いをいたします。
◇人材銀行、ハローワークとも密接な連携のもとに業務を進めております。
◇ご利用に関する費用はすべて無料です。
◇人材送り出し企業、人材受け入れ企業からの情報をお待ちしております。

　財団法人産業雇用安定センター　岐阜事務所
　　〒５００－８０７３　岐阜市泉町４１　富士火災岐阜ビル５階
　　　　ＴＥＬ　０５８－２６４－７５７３　ＦＡＸ　０５８－２６４－７５７４
　　　　ＵＲＬ　http://www.sangyokoyo.or.jp/
　　　　
　　　　全国共通ＴＥＬ　０５７０－００ ６０１０  

ろうどういどう

開設時間は、土・日・祝祭日を除く９：００～１７：００。駐車場がありませんので、公共交通機関をご
利用ください。最寄りのバス停は、岐阜バス・名鉄バス「大学病院前停留所」。
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「財 団 法 人 産 業 雇 用 安 定 セ ン タ ー」
をご利用ください！

詳細についてのお問い合わせは…
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